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は
じ
め
に

　

不
受
不
施
派
の
信
仰
を
貫
い
た
女
性
を
研
究
し
た
好
著
が
あ
る
。「
対
立
と
興
亡
の
中
で
」
の
著
者
・
中
谷
裕
子
氏
で
あ
る
。「
武
家
の

女
性
た
ち
」
の
中
で
、
寿
福
院
ち・
よ・
と
自
昌
院
満
姫
を
現
地
調
査
し
た
資
料
で
あ
る
。
平
成
二
十
一
年
五
月
身
延
山
久
遠
寺
で
は
、
明
治

八
年
焼
失
し
た
寿
福
院
・
前
田
家
奉
納
の
五
重
塔
再
建
が
成
就
し
た
。
五
重
塔
建
立
に
ま
つ
わ
る
寿
福
院
の
信
仰
内
容
と
時
代
環
境
を
考

察
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。

日
蓮
宗
不
受
布
施
派
へ
の
弾
圧

　

江
戸
時
代
の
初
期
、
徳
川
家
光
の
治
世
期
、
法
華
経
の
未
信
者
で
あ
る
国
主
の
供
養
を
め
ぐ
っ
て
、
身
延
久
遠
寺
日に
っ

暹せ
ん

（
隆
恕
）
を
代

表
と
す
る
受
不
施
派
と
池
上
本
門
寺
日
樹
を
代
表
す
る
不
受
不
施
派
の
対
論
が
、
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
二
月
二
十
一
日
、
江
戸
城
内

酒
井
雅う
た
の
か
み
楽
頭
忠
世
の
邸
で
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
伏
線
と
し
て
備
前
法
華
（
岡
山
）
の
強
信
仰
で
育
っ
た
仏
性
院
日
奥
（
安
国
院
、
一
五
六
五
│
一
六
三
〇
）
は
京
都
妙
覚
寺
一
九

第
九
回
日
蓮
宗
教
化
学
研
究
発
表
大
会

寿
福
院
ち・
よ・
と
自
昌
院
満
姫
の
人
脈
と
功
績

石　

川　

修　

道
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世
に
二
十
八
歳
で
晋
山
し
、
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
九
月
豊
臣
秀
吉
の
京
都
東
山
方
広
寺
に
お
け
る
豊
臣
一
門
九
族
の
菩
提
の
千
僧
供

養
に
法
華
宗
は
百
名
の
出
仕
を
招
請
さ
れ
た
。
京
都
諸
本
山
は
、
古
来
よ
り
堅
守
し
て
き
た
不
受
不
施
義
の
原
理
主
義
と
、
国
主
の
布
施

は
格
別
で
受
く
べ
き
と
す
る
受
不
施
義
の
現
実
主
義
が
協
議
さ
れ
た
。
長
老
の
一
如
院
日
重
（
の
ち
身
延
二
十
世
）
の
言
に
よ
り
、
本
法

寺
日
通
、
立
本
寺
日
抽
、
頂
妙
寺
日
暁
な
ど
供
養
出
仕
に
傾
い
た
。
妙
顕
寺
日
紹
、
本
国
寺
日
禎
、
本
国
寺
求
法
檀
林
日
乾
は
日
奥
の
不

受
不
施
義
に
よ
る
不
出
仕
に
讃
意
し
た
が
、
日
紹
・
日
乾
は
日
重
の
説
諭
に
出
仕
を
表
明
し
、
日
奥
・
日
禎
は
本
山
を
出
寺
し
て
秀
吉
に

「
法
華
宗
諫
状
」
を
献
じ
、「
法
華
宗
奏
上
」
を
宗
祖
の
「
立
正
安
国
論
」「
災
難
興
起
由
来
記
」
を
添
え
て
後
陽
成
天
皇
に
進
上
し
た
。

慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
八
月
、
豊
臣
秀
吉
歿
後
も
千
僧
供
養
は
継
続
さ
れ
、
京
都
の
僧
俗
は
日
奥
・
日
禎
の
不
受
不
施
義
を
誉
め
、
不

出
仕
を
支
持
し
た
。
そ
こ
で
日
重
・
日
乾
等
の
寛
容
、
摂
受
派
は
千
僧
供
養
の
不
出
仕
は
公
儀
に
背
く
も
の
と
徳
川
家
康
に
訴
え
た
。
家

康
は
大
阪
城
内
に
て
日
乾
・
日
紹
ら
と
日
奥
・
日
禎
を
出
仕
の
当
否
に
つ
き
対
論
さ
せ
た
。
対
論
を
聴
い
た
家
康
は
日
奥
・
日
禎
が
一
度

出
仕
す
れ
ば
、
あ
と
の
出
仕
は
免
ず
る
折
紙
を
出
す
譲
歩
を
示
し
た
が
、
日
奥
は
所
信
を
貫
き
家
康
の
激
怒
を
買
い
、
慶
長
五
年
（
一
六

〇
〇
）
六
月
対
島
に
配
流
さ
れ
た
。
関
ヶ
原
合
戦
の
年
で
あ
る
。
そ

の
の
ち
常
楽
院
日
経
ら
と
浄
土
宗
と
の
宗
論
「
慶
長
宗
論
」
が
慶
長

十
三
年
に
起
き
る
。
日
奥
は
在
島
十
三
年
間
の
慶
長
十
七
年
（
一
六

一
二
）
五
月
赦
免
さ
れ
京
都
妙
覚
寺
に
帰
山
し
た
。
元
和
二
年
（
一

六
一
六
）
五
月
十
九
日
、
京
都
諸
山
を
代
表
し
て
妙
顕
寺
日
紹
が
日

奥
へ
改
悔
し
和
融
の
義
が
成
立
し
た
。
家
康
は
日
奥
の
宗
制
堅
持
を

称
え
、
不
受
不
施
公
許
を
認
め
る
内
心
で
い
た
が
、
同
年
四
月
十
七

日
、
七
十
五
歳
で
死
去
し
て
し
ま
っ
た
。
家
康
の
内
意
を
得
て
い
た

所
司
代
・
板
倉
伊
賀
守
勝
重
は
元
和
九
年
（
一
六
二
二
）
十
月
十
三

日樹上人供養塔（本門寺）
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日
、
不
受
不
施
公
許
の
折
紙
を
出
し
、
法
華
宗
は
再
び
不
受
不
施
の
伝
統
的
宗
制
が
復
活
し
た
。
日
奥
と
同
じ
く
備
前
法
華
（
岡
山
）
で

養
成
さ
れ
た
長
遠
院
日
樹
が
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
六
月
池
上
本
門
寺
十
六
世
に
晋
山
し
た
。
三
十
七
歳
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
は
中
山

法
華
経
寺
、
平
賀
本
土
寺
、
小
湊
誕
生
寺
、
碑
文
谷
法
華
寺
、
中
村
檀
林
、
小
西
檀
林
の
関
東
諸
山
は
不
受
不
施
、
強
義
折
伏
を
主
張
し
、

日
奥
・
日
樹
に
同
調
し
て
い
た
。
そ
し
て
関
東
進
出
を
計
る
身
延
山
と
受
不
施
義
の
関
西
学
派
を
拒
む
関
東
諸
山
は
、
国
主
の
施
の
受
・

不
受
問
題
に
再
び
対
立
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
二
月
二
十
一
日
の
「
身
池
対
論
」
で
あ
る
。
徳
川
家
康
の
側

室
・
養
珠
院
お
万
の
方
は
、
身
延
山
日
遠
、
日
暹せ
ん

を
支
持
し
、
加
賀
藩
前
田
利
家
の
側
室
・
寿
福
院
ち
よ
は
、
不
受
不
施
義
の
池
上
日
樹

に
帰
依
す
る
の
で
あ
る
。
徳
川
宗
家
の
側
室
と
外
様
大
名
の
加
賀
百
万
石
側
室
の
対
立
で
も
あ
っ
た
。
四
月
一
日
付
の
裁
決
│
政
治
的

配
慮
に
よ
り
関
東
諸
山
は
敗
者
と
な
り
、
日
樹
は
脇
坂
淡
路
守
安
元
の
預
か
り
と
し
て
信
州
飯
田
に
配
流
さ
れ
た
。
中
山
法
華
経
寺
日
賢

は
三
河
へ
、
平
賀
本
土
寺
日
弘
は
伊
豆
の
戸
田
、
小
西
檀
林
日
領
は
奥
州
相
馬
、
碑
文
谷
法
華
寺
の
日
進
は
信
州
上
田
に
配
流
と
な
っ
た
。

こ
の
時
す
で
に
遷
化
し
て
い
た
日
奥
は
、
遺
骨
が
対
馬
へ
配
流
と
な
り
、
こ
れ
に
義
憤
し
た
小
湊
誕
生
寺
日
税
は
自
刃
す
る
。
日
樹
は
池

上
歴
世
か
ら
除
籍
さ
れ
、
幕
命
に
よ
り
心
性
院
日
遠
が
身
延
か
ら
池
上
に
四
月
二
十
二
日
晋
山
し
、
不
受
不
施
の
牙
城
で
あ
る
日
奥
の
妙

覚
寺
は
、
身
延
先
住
の
日
乾
が
入
っ
た
。
養
珠
院
の
要
請
に
よ
り
水
戸
徳
川
家
が
日
遠
の
駕
籠
を
警
備
し
、
百
人
の
武
士
が
抜
刀
の
ま
ま

池
上
本
門
寺
に
入
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
異
常
な
情
勢
で
あ
っ
た
。
日
樹
の
法
弟
・
一
如
院
日
僧
、
仙
国
院
日
仙
、
華
蔵
院
日
由
は
抗
議
の

自
害
、
他
の
数
名
は
出
寺
し
て
姿
を
隠
し
不
受
不
施
義
を
守
っ
た
。
こ
の
宗
門
を
二
分
す
る
対
立
は
、
宗
祖
三
百
五
十
年
遠
忌
の
前
年
の

事
件
で
あ
る
。
こ
の
不
受
不
施
僧
を
江
戸
に
お
い
て
匿か
く
まい
支
援
し
た
の
が
、
寿
福
院
ち
よ
の
孫
娘
の
満
姫
（
自
昌
院
英
心
日
妙
大
姉
・
一

六
一
九
│
一
七
〇
〇
）
で
あ
る
。
父
は
加
賀
三
代
藩
主
・
前
田
利
常
、
母
は
二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
の
二
女
・
珠タ
マ

姫
（
天
徳
院
・
一
五
九
九

│
一
六
二
二
）
で
あ
る
。
徳
川
秀
忠
の
孫
で
も
あ
る
が
、
自
昌
院
の
法
華
信
仰
は
、
祖
母
寿
福
院
の
不
受
不
施
義
の
法
華
信
仰
を
相
続
し

た
。
不
受
不
施
僧
の
大
乗
院
日
達
、
安
国
院
日
講
に
帰
依
し
、
特
に
日
講
が
日
向
佐
土
原
に
配
流
の
砌
は
、
兄
弟
の
契
を
し
た
間
柄
と
伝

わ
る
。
浅
野
本
家
の
広
島
二
代
藩
主
・
浅
野
光み
つ

晟あ
き
らに
嫁
し
、
国
前
寺
を
菩
提
寺
と
し
て
諸
堂
を
再
興
す
る
。
し
か
し
元
禄
四
年
（
一
六
九
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一
）
徳
川
幕
府
は
悲
田
不
受
不
施
を

禁
止
し
、
こ
れ
を
国
前
寺
覚
雲
院
日

憲
が
拒
否
し
た
た
め
、
翌
年
に
は
菩

提
所
と
寺
領
を
召
上
ら
れ
身
延
の
支

配
下
と
な
る
。

　

こ
の
身
池
対
論
の
二
十
八
年
前
、

対
島
よ
り
赦
免
さ
れ
た
日
奥
は
不
受

不
施
義
を
貫
き
身
延
山
と
対
立
、
身

延
謗
法
・
身
延
参
詣
堕
獄
を
主
張
し
、

身
延
の
後
う
し
ろ

立だ
て

と
な
る
養
珠
院
を
諫
言

し
た
。
寿
福
院
は
身
延
・
池
上
の
和

解
に
奔
走
す
る
も
不
成
功
に
終
っ
た
。

不
受
不
施
の
小
湊
誕
生
寺
は
、
江
戸

の
拠
点
と
し
て
四
谷
千
日
谷
に
妙
円
寺
を
創
設
す
る
。
す
る
と
養
珠
院
は
徳
川
頼
宣
の
四
十
二
厄
年
を
満
過
し
た
御
礼
に
赤
坂
紀
伊
徳
川

邸
内
に
久
遠
寺
末
・
東
漸
寺
（
の
ち
仙
寿
院
）
を
建
て
千
駄
谷
に
移
す
。
開
山
の
一
源
院
日
遙
は
養
珠
院
の
外
甥
で
あ
る
。
不
受
不
施
派

の
寺
院
を
監
視
す
る
役
目
を
帯
び
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
妙
円
寺
は
の
ち
現
在
地
の
原
宿
神
宮
前
に
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
に
移
る
。

宗
門
の
学
問
所
で
あ
る
中
村
檀
林
で
も
、
受
不
受
の
諍
論
が
起
り
学
生
が
離
散
し
、
身
延
支
配
下
に
な
る
。
池
上
日
樹
の
弟
子
で
あ
る
小

湊
誕
生
寺
十
七
世
・
長
遠
院
日
遵じ
ゅ
んは
井
上
河
内
守
正
利
、
久
世
三
四
郎
、
酒
井
山
城
守
等
の
外
護
を
受
け
、
中
村
近
く
の
玉
造
に
蓮
華
寺

を
再
興
し
、
不
受
派
学
徒
養
成
の
玉
造
檀
林
を
創
設
し
た
（
寛
永
十
四
年
）。

原宿　妙円寺

千駄谷　仙寿院
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日
蓮
法
華
宗
に
お
け
る
「
不
受
不
施
」
の
教
義
は
、
日
蓮
聖
人
の
守
護
国
家
論
・
立
正
安
国
論
に
説
か
れ
る
留
施
、
止
施
、
不
施
に
依

っ
て
い
る
。
不
受
は
他
宗
の
信
徒
や
未
信
徒
は
謗
法
者
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
供
養
、
施
物
は
受
け
な
い
。
不
施
は
信
徒
の
立

場
で
言
え
ば
他
宗
謗
法
の
僧
に
布
施
供
養
を
し
な
い
事
で
あ
る
。
立
正
安
国
論
に

　

 「
釈
迦
の
以
前
の
仏
教
は
其
の
（
謗
法
）
罪
を
斬
る
と
い
え
ど
も
、
能
仁
の
以
後
の
経
説
は
即
ち
其
の
施◎

を
止◎

む
」

　
「
所
詮
、
国
土
泰
平
天
下
安
穏
は
一
人
よ
り
万
民
に
至
る
ま
で
好
む
所
な
り
。
楽ね
が

う
所
な
り
。
早
く
一
闡
提
の
施◎

を
止◎

め
…
…
」

と
、
不
施
思
想
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
不
受
不
施
思
想
に
よ
り
、
法
華
信
仰
を
守
る
根
本
理
念
で
あ
る
。
不
受
不
施
は
大
別
す
る
と
、

神
社
参
拝
の
禁
止
（
社
参
禁
止
）
と
謗
法
供
養
の
禁
止
の
二
つ
が
あ
る
。
天
照
・
八
幡
を
は
じ
め
日
本
の
神
祇
は
久
遠
本
仏
の
垂
迹
で
あ

る
か
ら
、
社
参
は
差
支
え
な
い
が
、
そ
の
殆
ど
が
天
台
・
真
言
僧
に
祭
祀
さ
れ
て
い
る
。
密
教
化
し
た
天
台
や
真
言
で
は
、
正
法
の
法
味

を
嘗
め
ず
威
力
を
失
っ
た
諸
神
は
「
神
天
上
」
し
、
社
殿
に
は
祭
神
不
在
。
善
神
は
国
を
捨
て
、
聖
人
所
を
辞
し
て
い
る
社
参
は
無
益
で

あ
る
。
社
殿
に
供
物
を
献
上
す
る
こ
と
は
、
謗
法
の
社
僧
に
布
施
す
る
こ
と
と
な
り
謗
施
で
あ
る
。
信
仰
の
純
粋
性
か
ら
社
参
を
禁
止
し

た
の
で
あ
る
。

　

宗
祖
滅
後
、
日
像
上
人
は
三
度
京
の
都
を
追
放
さ
れ
、
三
回
赦ゆ
る

さ
れ
た
「
三さ
ん

黜ち
つ

三さ
ん

赦し
ゃ

」
の
法
難
の
あ
と
、
つ
い
に
後
醍
醐
天
皇
が
帰
依

さ
れ
て
「
法
華
宗
の
公
許
」
が
公
認
さ
れ
、
日
蓮
教
団
が
独
立
し
た
の
で
あ
る
。
元
亨
元
年
（
一
三
二
一
）
十
二
月
八
日
、
後
醍
醐
帝
よ

り
寺
地
を
皇
居
御み

溝か
わ

傍み
ぞ

に
拝
領
、
妙
顕
寺
が
創
建
さ
れ
、
日
蓮
聖
人
滅
後
、
四
十
年
に
し
て
「
日
蓮
法
華
宗
」
が
誕
生
し
た
。
元
弘
三
年

（
一
三
三
三
）
三
月
に
は
、
後
醍
醐
帝
の
還
幸
を
祈
り
、
そ
の
賞
と
し
て
尾
張
、
備
中
に
三
ヶ
所
の
地
を
賜
う
。
建
武
の
新
政
に
な
り
建

武
元
年
（
一
三
三
四
）
四
月
、
四
海
唱
導
の
「
綸
旨
」
が
下
賜
さ
れ
、
勅
願
所
と
な
り
、
同
三
年
に
は
将
軍
・
足
利
尊
氏
の
祈
願
所
と
な

っ
た
。
日
像
上
人
の
あ
と
を
継
承
さ
れ
た
大
覚
大
僧
正
妙
実
は
、
延
文
三
年
（
一
三
五
八
）
祈
雨
の
効
験
に
よ
り
朝
廷
（
後
光
厳
天
皇
）

か
ら
日
蓮
聖
人
に
大
菩
薩
号
、
日
朗
・
日
像
師
に
菩
薩
号
の
宣
下
を
受
け
、
自
身
は
大
僧
正
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
日
蓮
教
団
初

期
は
、
朝
廷
よ
り
寺
領
、
祈
願
所
、
僧
位
を
受
け
る
こ
と
は
不
受
不
施
の
対
象
に
考
え
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
朝
廷
や
幕
府
の
公
武
か
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ら
の
布
施
は
謗
施
と
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。「
公
武
（
王
侯
）
除
外
の
不
受
不
施
」
と
言
わ
れ
る
。

　

妙
龍
院
日
静
は
足
利
尊
氏
の
外
護
を
得
て
、
京
都
六
条
堀
川
に
鎌
倉
松
葉
ヶ
谷
の
庵
を
移
し
本
圀
寺
を
建
立
す
る
。
こ
れ
も
王
侯
除
外

の
不
受
不
施
で
あ
る
。
皇
室
の
勅
願
寺
、
将
軍
の
祈
願
所
と
な
る
と
、
ど
う
し
て
も
権
威
・
権
力
側
に
阿お
も
ねる
様
に
な
り
、
折
伏
精
神
が
薄

れ
、
摂
受
主
義
に
片
向
く
。
大
覚
妙
実
、
朗
源
の
あ
と
、
日
蓮
門
下
で
こ
の
風
潮
に
憤
激
し
て
龍
華
院
日
実
（
一
三
一
八
│
七
八
）、
明

珠
院
日
成
（
│
一
四
一
五
）
の
兄
弟
が
小
野
妙
覚
の
外
護
の
も
と
京
都
・
妙
覚
寺
を
立
て
独
立
し
、「
妙
覚
寺
式
目
九
条
」（
一
四
一
三

年
）
を
制
定
し
、
社
参
を
謗
供
厳
禁
、
強
義
折
伏
を
主
張
し
宗
門
に
新
風
を
送
っ
た
。
そ
の
の
ち
、
久
遠
成
院
日
親
（
一
四
〇
七
│
八

八
）
は
正
当
不
受
不
施
を
主
義
し
、「
王
侯
除
外
」
を
更
に
純
粋
化
し
、
諸
山
の
寺
領
、
祈
願
所
は
施
主
の
信
不
に
よ
る
も
の
と
し
、
王

侯
除
外
制
を
脱
却
す
る
方
向
に
醸
成
せ
し
め
た
。
公
武
（
朝
廷
・
将
軍
等
）
の
行
う
祈
願
・
供
養
会
に
は
不
出
仕
の
免
除
を
請
う
│
不
受

不
施
の
公
許
│
の
折
紙
を
得
た
。
明
応
元
年
（
一
四
九
二
）
六
月
、
将
軍
足
利
義
稙
代
の
「
本
国
寺
広
布
録
」
に
そ
の
記
録
が
収
め
ら
れ

て
い
る
。
室
町
中
期
に
は
正
当
不
受
不
施
義
が
確
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宗
祖
滅
後
二
一
二
年
の
事
で
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
約
百
年
後
、
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
九
月
、
豊
臣
秀
吉
の
京
都
東
山
の
方
向
寺
に
お
け
る
豊
臣
一
門
の
追
善
（
千
僧
供

養
）
に
法
華
宗
も
招
請
さ
れ
、
本
満
寺
日
重
を
は
じ
め
長
老
は
、
王
侯
除
外
の
先
例
に
習
い
出
仕
を
了
承
す
る
が
、
妙
覚
寺
日
奥
、
本
圀

寺
日
禎
は
出
寺
流
浪
し
て
宗
制
を
守
っ
た
。
徳
川
家
康
の
時
代
に
な
り
、
対
島
に
流
罪
と
な
っ
た
日
奥
が
帰
京
（
四
八
歳
）、
在
島
十
三

年
で
あ
っ
た
。
京
都
諸
本
山
と
日
奥
は
和
議
し
不
受
の
宗
制
を
確
認
し
合
っ
た
。
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
十
月
、
法
華
宗
は
「
不
受
不

施
の
公
許
」
折
紙
を
得
て
、
王
侯
除
外
制
を
捨
て
正
当
不
受
不
施
制
に
戻
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
良
好
な
る
期
間
は
長
く
続
か
な
か
っ
た
。

寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
十
月
、
将
軍
徳
川
秀
忠
の
室
・
崇
源
院
夫
人
の
追
善
法
会
が
増
上
寺
で
行
わ
れ
、
諸
宗
に
諷ふ

経ぎ
ん

が
命
ぜ
ら
れ
、

池
上
日
樹
・
中
山
日
賢
等
は
諷
経
し
て
供
養
を
受
け
ず
帰
寺
し
た
。
こ
の
頃
よ
り
ま
た
「
王
侯
除
外
」
が
問
題
と
な
り
、
寺
領
・
寺
子

（
地
子
）
は
国
主
の
供
養
の
布
施
で
あ
る
と
す
る
身
延
・
関
西
寺
院
と
、
国
主
の
仁
恩
に
よ
る
布
施
で
あ
る
と
す
る
池
上
・
中
山
等
の
関

東
寺
院
が
対
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
対
立
が
「
身
池
対
論
」
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
致
団
結
の
強
い
法
華
教
団
を
、
対
立
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二
分
さ
せ
る
徳
川
幕
府
の
宗
教
政
策
に
嵌は
ま

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
身
池
対
論
の
審
判
役
・
天
海
僧
正
の
智
恵
か
も
知
れ
な
い
。

　

不
受
不
施
の
法
義
は
、
守
護
国
家
論
や
立
正
安
国
論
で
説
か
れ
る
他
宗
謗
法
者
か
ら
の
供
養
は
「
受
け
な
い
」、「
施
さ
な
い
」
と
言
う

法
華
信
仰
を
守
る
た
め
の
理
念
で
あ
る
。
留
施
・
止
施
・
不
施
は
法
華
教
団
の
発
展
に
伴
い
解
釈
が
拡
大
さ
れ
て
き
た
。
宗
祖
滅
後
、
日

像
に
よ
る
京
都
妙
顕
寺
、
妙
龍
院
日
静
に
よ
る
本
国
寺
の
勅
願
寺
、
祈
願
所
に
な
る
の
は
後
醍
醐
帝
や
将
軍
足
利
尊
氏
の
公
武
の
布
施
に

よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
初
期
教
団
は
朝
廷
・
幕
府
に
よ
る
布
施
は
除
外
と
考
え
て
い
た
様
で
あ
る
。「
王
侯
除
外
の
不
受
不
施
」
で
あ
る
。

妙
顕
寺
が
大
覚
妙
実
よ
り
三
世
朗
源
、
四
世
日
霽
の
時
代
に
な
る
と
、
折
伏
精
神
を
忘
れ
摂
受
主
義
に
陥
る
と
、
龍
華
院
日
実
（
一
三
一

八
│
七
八
）・
明
珠
院
日
成
（
│
一
四
一
五
）
ら
が
妙
顕
寺
を
出
て
妙
覚
寺
を
創
立
す
る
の
で
あ
る
。
時
代
が
近
世
の
中
央
集
権
の
政
治

体
制
に
な
る
と
、
信
仰
の
純
粋
性
を
保
持
す
る
「
不
受
義
」
と
、
教
団
の
維
持
を
図
る
「
受
義
」
の
論
争
が
「
身
池
対
論
」
で
あ
る
。
布

施
を
福
田
に
譬
え
て
解
釈
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
恩
田
、
敬
田
、
悲
田
の
三
田
思
想
で
あ
る
。

　

㈠　

恩
田
…
…
父
母
・
師
匠
な
ど
受
け
た
恩
に
報
い
る
布
施
、
供
え
物
す
れ
ば
福
を
増
す
。

　

㈡　

敬
田
…
…
仏
法
僧
の
三
宝
に
供
養
、
布
施
す
る
と
福
を
増
す
。

　

㈢　

悲
田
…
…
貧
苦
者
に
対
し
慈
悲
の
心
を
以
て
供
養
、
布
施
す
る
と
福
が
生
ず
。

　

徳
川
幕
府
（
将
軍
家
綱
の
時
）
は
「
身
池
対
論
」
か
ら
三
〇
年
の
ち
、
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
八
月
二
十
七
日
、「
本
寺
帰
属
令
」

を
出
し
、
寺
院
の
帰
属
系
統
を
明
示
す
れ
ば
、
そ
の
門
流
は
公
認
し
て
い
た
。
こ
の
頃
は
不
受
不
施
派
も
公
許
さ
れ
て
い
た
。
同
五
年
に

は
寺
社
領
の
朱
印
調
査
が
な
さ
れ
、「
諸
宗
寺
院
法
度
」
が
定
め
ら
れ
た
。
寺
社
の
朱
印
地
は
徳
川
家
よ
り
寺
社
に
供
養
と
し
て
下
賜
さ

れ
る
か
ら
請
書
（
手
形
）
を
出
す
よ
う
命
ぜ
ら
れ
た
。
平
賀
本
土
寺
日
述
、
上
総
妙
覚
寺
日
堯
、
雑
司
谷
法
明
寺
日
了
、
野
呂
檀
林
日
講
、

玉
造
檀
林
日
浣
ら
は
宗
義
に
反
す
る
と
御
朱
印
を
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
手
形
提
出
を
拒
ん
で
流
罪
と
な
っ
た
。
誕
生
寺
日
明
、

碑
文
谷
法
華
寺
日
禅
、
谷
中
感
応
寺
、
鏡
忍
寺
、
村
田
妙
法
寺
、
真
間
弘
法
寺
、
法
華
経
寺
ら
は
、
御
朱
印
は
悲
田
（
慈
悲
で
戴
い
た
寺

領
）
と
し
て
受
取
る
と
請
書
（
手
形
）
を
出
し
て
朱
印
を
受
け
た
。
日
明
・
日
禅
ら
は
悲
田
不
受
不
施
派
と
呼
ば
れ
た
。
禁
制
さ
れ
た
日
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図1図2

図3　東都青山絵図（熊野社、妙円寺、仙寿院）
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述
、
日
浣
、
日
講
ら
は
恩
田
不
受
不
施
派
と
呼
ば
れ
、
僧
も
信
徒
も

「
寺
請
」
を
停
止
さ
れ
戸
籍
を
失
い
、
寺
を
出
奔
し
地
下
に
潜
ん
だ
。

不
受
不
施
派
へ
の
弾
圧
に
よ
り
逃
げ
切
れ
な
い
僧
俗
、
悲
観
し
た

人
々
は
自
刃
、
入
水
、
断
食
、
流
浪
す
る
者
数
知
れ
ず
、
捕
っ
た
信

徒
は
処
刑
さ
れ
る
状
況
で
あ
る
。
手
形
提
出
を
拒
否
し
た
妙
満
寺
日

英
、
上
行
寺
日
応
は
日
向
に
、
鷲
山
寺
日
受
は
出
羽
に
、
野
呂
檀
林

の
安
国
院
日
講
は
日
向
佐
土
原
、
玉
造
檀
林
日
浣
は
肥
後
人
吉
に
配

流
さ
れ
た
。
こ
れ
が
「
寛
文
の
惣
滅
」
で
あ
る
。
弾
圧
さ
れ
地
下
に

潜
ん
だ
僧
俗
を
匿
か
く
ま

っ
た
人
物
が
自
昌
院
満
姫
で
あ
り
、
そ
の
場
所
が

原
宿
の
広
島
浅
野
本
家
の
下
屋
敷
の
近
く
「
松
平
安あ

芸き
の

守か
み

抱
え
屋

敷
」
で
あ
る
。
浅
野
家
は
下
屋
敷
三
万
三
千
八
百
七
十
七
坪
を
幕
府

よ
り
拝
領
し
、
隠
田
川
の
対
岸
近
く
の
土
地
一
万
七
千
三
百
七
十
坪

を
百
姓
よ
り
買
い
求
め
「
抱
え
屋
敷
」
を
自
昌
院
専
用
屋
敷
と
し
た

の
で
あ
る
。
新
寺
建
立
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
た
め
、
屋
敷
内
に
表
向

き
は
熊
野
権
現
社
再
建
と
し
、
寺
社
奉
行
が
介
入
で
き
な
い
武
家
屋

敷
内
に
熊
野
社
を
建
て
、
不
受
不
施
僧
を
隠
ま
う
の
で
あ
る
。
自
昌

院
は
写
経
し
た
法
華
経
八
巻
を
熊
野
権
現
に
奉
納
し
、
玉
造
蓮
華
寺

の
日
浣
に
開
眼
を
依
頼
し
、
自
ら
の
心
願
を
祈
る
の
で
あ
る
。
自
昌

院
が
支
援
し
た
安
国
院
日
講
は
、

雑司谷　鬼子母神堂
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㈠ 　

仏
法
僧
の
三
宝
を
敬
う
心
で
布
施
す
る
の
は
敬
田
で
あ
る
が
、
他
宗
の
者
か
ら
は
布
施
を
受
け
ら
れ
な
い
。

　

㈡ 　

慈
悲
の
心
で
供
養
（
悲
田
）
さ
れ
て
も
、
施
主
が
法
華
信
者
で
な
け
れ
ば
三
宝
が
冒
涜
さ
れ
受
け
取
れ
な
い
。

　

㈢ 　

寺
領
、
道
路
、
水
な
ど
は
国
主
の
供
養
（
恩
田
）
と
考
え
る
べ
き
で
な
い
。
国
民
と
し
て
当
然
の
権
利
で
あ
り
、
幕
府
が
言
う
供

養
と
し
て
は
受
け
取
れ
な
い
。

と
主
張
す
る
。
不
受
不
施
の
正
統
性
は
日
講
の
言
う
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
徳
川
幕
府
の
宗
教
政
策
は
、
不
受
不
施
派
・
キ
リ
シ
タ
ン
を

口
実
に
外
様
大
名
の
取
り
潰つ
ぶ

し
を
狙
っ
て
い
る
。
こ
の
難
し
い
時
代
に
自
昌
院
満
姫
は
、
悲
田
派
の
道
を
選
び
、
浅
野
家
・
加
賀
前
田
家

の
改
易
を
逃
れ
、
不
受
不
施
の
法
華
信
仰
を
貫
い
た
の
で
あ
る
。
日
浣
・
日
講
が
肥
後
・
日
向
に
配
流
さ
れ
る
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）

は
自
昌
院
四
十
八
歳
で
あ
る
。
こ
の
年
の
一
月
江
戸
雑
司
谷
に
鬼
子
母
神
堂
を
建
立
す
る
。
子
孫
繁
栄
は
表
向
き
で
、
不
受
不
施
派
に
対

す
る
弾
圧
に
対
し
、
法
華
経
の
行
者
守
護
を
鬼
子
母
神
に
強
き
祈
願
を
込
め
た
に
違
い
な
い
。

　

寛
文
五
年
の
「
諸
宗
寺
院
法
度
」
は
次
の
内
容
で
あ
る
。

　

一
、
諸
派
法
式
の
厳
守

　

二
、
寺
院
住
持
の
資
格
並
び
に
新
義
説
の
禁
止

　

三
、
本
寺
・
末
寺
の
制
限

　

四
、
檀
越
と
の
関
係

　

五
、
徒
党
の
禁
止

　

六
、
国
法
に
背
く
者
の
処
置

　

七
、
寺
塔
修
復
の
制
限

　

八
、
寺
領
売
買
質
入
の
禁
止

　

九
、
師
弟
契
約
の
制
限
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寿
福
院
ち
よ

　

寿
福
院
ち
よ
は
、
加
賀
百
万
石
・
前
田
利
家
の
側
室
で
、
三
代
前
田
利
常
の
生
母
で
あ
る
。
越
前
の
上
木
新
兵
衛
の
娘
「
千
代
」・「
千ち

代よ

保ぼ

」
と
言
い
、
母
は
朝
倉
義
景
の
家
臣
・
山
崎
右
京
の
娘
と
言
わ
れ
る
。
前
田
利
家
は
加
賀
に
移
る
前
の
領
地
が
越
前
府
中
（
福
井
県

武た
け

生ふ

市
）
で
あ
っ
た
。
寿
福
院
は
こ
の
越
前
府
中
で
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
に
誕
生
す
る
。
母
は
の
ち
小
幡
九
兵
衛
に
再
嫁
し
、
子
の

寿
福
院
ち
よ
は
「
小
幡
氏
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
寿
福
院
は
前
田
利
家
の
正
室
・
芳
春
院
ま
つ
（
お
松
の
方
）
の
侍
女
で
あ
っ
た
。
豊
臣
秀

吉
の
朝
鮮
出
征
に
前
田
利
家
は
、
九
州
肥
前
国
（
佐
賀
県
鎮
西
町
）
名
護
屋
に
滞
在
中
、
お
松
の
方
に
「
身
の
回
り
を
世
話
す
る
女
子
を

一
人
派
遣
せ
よ
」
の
手
紙
に
、
お
松
の
方
は
侍
女
の
中
か
ら
選
抜
し
よ
う
と
し
た
が
、
誰
一
人
九
州
の
遠
地
に
赴
く
侍
女
は
い
な
か
っ
た
。

そ
の
状
況
を
見
て
ち・
よ・
が
「
お
役
に
立
て
れ
ば
」
と
承
諾
し
た
。
側
室
に
な
っ
て
二
ヶ
月
の
時
で
あ
る
。「
本
妻
公
認
の
側
室
」
と
な
り
、

ち
よ
は
利
家
の
寵
愛
を
受
け
懐
妊
し
、
金
沢
に
戻
り
文
禄
二

年
（
一
五
九
三
）
十
一
月
二
十
五
日
、
利
家
の
四
男
・
猿
君

（
後
の
利
常
）
が
誕
生
し
た
。
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
猿

君
は
二
代
藩
主
・
三
十
一
歳
年
長
・
兄
の
前
田
利
長
の
嗣
子

と
な
り
「
利
光
」
と
称
し
、
二
代
将
軍
・
徳
川
秀
忠
の
次

女
・
珠タ
マ

姫ヒ
メ

（
天
徳
院
）
と
婚
姻
す
る
。
珠
姫
三
歳
、
利
光
九

歳
の
時
で
あ
る
。
こ
の
年
、
寿
福
院
は
実
家
上
木
家
の
菩
提

寺
武た
け

生ふ

経
王
寺
よ
り
兄
・
善
住
院
日
淳
の
弟
子
・
養
仙
院
日

護
を
招
き
、
金
沢
小
立
野
に
寿
福
山
経
王
寺
を
建
立
す
る
。

越
前
経
王
寺
の
寺
号
を
移
し
た
の
で
あ
る
。
慶
長
八
年
（
一

寿福院供養塔（本門寺）
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六
〇
三
）
二
月
、
徳
川
家
康
は
征
夷
大
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
、

江
戸
幕
府
を
開
い
た
。
そ
し
て
滝
谷
妙
成
寺
を
寿
福
院
の

菩
提
所
と
す
る
。
こ
の
前
後
の
時
代
、
武
家
政
治
の
流
れ

に
重
層
す
る
よ
う
に
宗
教
活
動
も
大
き
な
波
を
か
ぶ
る
の

で
あ
る
。
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
五
月
、
安
土
宗
論
に

よ
り
、
織
田
信
長
は
法
華
宗
が
他
宗
と
の
論
争
を
禁
じ
、

文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
方
向
寺
大
仏
殿
が
完
成
し
、
豊

臣
秀
吉
は
各
宗
に
千
僧
供
養
の
出
仕
を
求
め
た
。
し
か
し

法
華
宗
門
は
京
都
妙
覚
寺
日
奥
が
、
そ
の
出
仕
を
拒
否
し
、

宗
門
に
受
・
不
受
問
題
が
宗
門
を
二
分
に
す
る
対
立
関
係

が
生
じ
て
く
る
。
そ
の
千
僧
供
養
よ
り
三
年
後
、
慶
長
三

年
秀
吉
は
歿
し
、
前
田
利
家
も
隠
退
し
、
家
督
を
利
長
に

譲
る
。
翌
四
年
（
一
五
九
九
）
徳
川
家
康
は
大
阪
城
内
で

受
派
（
日
紹
・
日
統
）
と
不
受
派
（
日
奥
・
日
禎
）
を
対

論
を
行
わ
せ
た
。
日
禎
は
従
い
、
日
奥
は
不
受
義
を
貫
き
、

謗
法
不
信
者
の
施
を
拒
否
し
た
た
め
対
馬
に
流
罪
と
な
る
。

翌
慶
長
五
年
は
関
ヶ
原
の
合
戦
（
一
六
〇
〇
）。
そ
の
次

年
、
慶
長
六
年
徳
川
秀
忠
二
女
珠タ
マ

姫ヒ
メ

（
三
歳
）
と
前
田
利

常
（
九
歳
）
の
婚
儀
成
立
。
外
様
大
名
と
し
て
百
万
石
を

徳
川
家
康

前
田
利
家

正室・芳春院 まつ

側室・寿福院 チヨ

1538～

1599

1572～

1637

1542～

1616

養父は前田利長
家光に仕える浅

野
長
政

丹
羽
長
重

1579～

1632

～

1640～

1588～

1675
秀
忠

長
重

幸
長

1

3
長
晟（
1572
〜
1637
）

光
晟（
1617
〜
1693
）

髙
光
院（
〜
1665 

1.21
）

蓮
光
院（
〜
1739
）

長
広（
〜
1734
）

瑤
泉
院（
〜
1713
）

長
直（
1610
〜
1672
）

長
友（
1643
〜
1675
）長

矩（
1667
〜
1701
）

利
長（
1562
〜
1614
）

家
光（
1604
〜
1651
）

千
代
姫（
1637
〜
1698
）

尾
張
徳
川
光
友（
1625
〜
1673
）

町
野
幸
和（
1574
〜
1627
）珠

姫（
1619
〜
1700
）

満
姫（
自
昌
院
）（
1562
〜
1614
）

振
局（
自
證
院
）

綱
晟（
日
通
）

振
姫（
〜
1617
）

利
常

（
1593
〜
1653
）

二
女
三
才

二
才

な
お

ア
キ
ラ

の
り

内
藤
忠
政

女
子

祖
心
尼（
な
あ
）龍
光
院（
い
や
）

岡
重
政

岡
貞
綱

岡
田
吉
衛
門

1620
〜
1640

（推測）

1637
〜
1673 

1.2

徳川・前田・浅野家関係図
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領
す
る
前
田
家
の
謀
叛
を
封
じ
る
た
め
徳
川
家
康
が
画
し
た
婚
儀
で
あ
っ
た
。
珠タ
マ

姫ヒ
メ

の
侍
女
、
特
に
「
乳
母
の
局つ
ぼ
ね」

や
付つ
け

侍さ
む
ら
いが

徳
川
家

の
密
偵
と
し
て
加
賀
藩
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
家
康
の
側
近
・
本
多
正ま
さ

純す
み

の
弟
・
本
多
正
重
が
加
賀
藩
の
筆
頭
家
老
と
し
て
送
り
込
ま
れ
、

近
習
に
至
る
ま
で
徳
川
寄
り
で
あ
る
。
加
賀
藩
の
独
立
性
を
封
じ
ら
れ
、
取
り
潰
し
の
改
易
を
感
じ
る
危
機
の
中
で
、
寿
福
院
ち
よ
と
三

代
・
前
田
利
常
は
激
動
の
政
治
権
力
の
流
れ
に
泳
ぎ
も
が
く
の
で
あ
る
。
関
ヶ
原
合
戦
後
、
前
田
利
家
の
正
室
・
芳
春
院
ま
つ
は
、
江
戸

へ
下
り
人
質
と
し
て
十
五
年
間
暮
す
の
で
あ
る
。
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）
六
月
、
十
三
歳
の
前
田
利
常
は
兄
利
長
（
四
十
四
歳
）
の
後

を
継
い
で
加
賀
三
代
藩
主
と
な
る
。
三
年
後
の
慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）
十
一
月
、
江
戸
城
内
に
お
い
て
浄
土
宗
と
法
華
宗
の
宗
論
が

行
わ
れ
、
常
楽
院
日
経
、
日
顕
、
日
寿
、
日
秀
、
日
堯
、
日
玄
師
の
耳
・
鼻
が
切
り
落
さ
れ
追
放
と
な
る
。
日
玄
は
出
血
多
量
で
死
亡
す

る
。
い
わ
ゆ
る
「
慶
長
法
難
」
で
あ
る
。
ま
た
身
延
の
心
性
院
日
遠
師
は
浄
土
宗
と
の
対
論
を
申
し
出
て
、
家
康
よ
り
処
刑
を
言
い
渡
さ

れ
た
が
、
側
室
・
お
万
の
方
の
嘆
願
に
よ
り
助
命
さ
れ
た
。

　

六
年
後
の
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
十
月
、
大
阪
冬
の
陣
、
翌
二
十
年
四
月
は
大
阪
夏
の
陣
で
あ
る
。
前
田
利
常
（
微
妙
院
）
は

冬
・
夏
の
陣
に
出
陣
す
る
。
前
年
に
二
代
藩
主
前
田
利
長
五
十
三
歳
で
寂
し
て
い
る
。
瑞
龍
院
殿
聖
山
英
賢
大
居
士
（
十
九
・
五
・
二

十
）。
六
月
に
は
、
十
五
年
間
、
人
質
と
し
て
江
戸
滞
在
の
芳
春
院
ま
つ
（
利
家
の
室
、
利
長
の
生
母
）
は
江
戸
か
ら
高
岡
に
帰
り
、
利

長
の
墓
に
詣
で
、
利
長
夫
人
の
玉
泉
院
（
織
田
氏
）
を
伴
っ
て
金
沢
に
帰
る
。
そ
の
前
に
寿
福
院
は
芳
春
院
の
「
身
代
り
」
人
質
と
な
る

申
出
を
し
、
そ
の
相
談
に
江
戸
に
下
向
し
た
。
誰
も
行
き
た
が
ら
な
い
九
州
や
江
戸
に
出
向
く
の
は
、
困
難
に
立
向
っ
て
ゆ
く
法
華
経
精

神
に
通
じ
て
い
る
。

　

大
阪
夏
の
陣
以
後
、
平
和
の
到
来
を
期
し
「
元げ
ん

和な

」
と
改
元
さ
れ
る
。
七
月
に
は
「
武
家
諸
法
度
」、
朝
廷
の
力
を
弱
め
る
た
め
「
禁

中
並
公
家
諸
法
度
」、
仏
教
規
制
に
「
諸
宗
本
山
本
寺
法
度
」
が
制
定
さ
れ
、
元
和
二
年
四
月
に
徳
川
家
康
が
歿
す
る
。

　

こ
の
前
後
に
寿
福
院
は
越
前
府
中
（
福
井
県
武
生
市
）
よ
り
実
家
の
菩
提
寺
・
経
王
寺
を
金
沢
に
移
し
寿
福
山
経
王
寺
と
す
る
（
慶
長

六
年
・
一
六
〇
一
）。
前
田
利
常
は
生
母
・
寿
福
院
の
菩
提
寺
を
滝
谷
妙
成
寺
と
定
め
（
慶
長
八
年
・
一
六
〇
三
）、
寿
福
院
の
兄
・
善
住
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院
日
淳
が
滝
谷
妙
成
寺
十
四
世
を
嗣
ぎ
（
慶
長
十
三
年
）、
寿
福

院
に
よ
る
妙
成
寺
本
堂
、
三
十
番
神
堂
、
同
拝
殿
が
着
工
さ
れ
る

（
慶
長
十
九
年
）。
日
體
覚
書
に
よ
る
と

「
三
十
番
神
之
本
社
並
拝
殿
御
建
立
、
微
妙
院
様
（
利
常
）
大

坂
御
出
陣
ニ
付
、
為
御
祈
祷
寿
福
院
様
、
微
妙
院
様
よ
り
慶
長

十
九
甲
寅
年
被
仰
付
、
本
社
葵
之
紋
被
成
置
候
、
且
又
神
前
之

杉
者
、
寿
福
院
様
御
意
を
以
、
従
江
戸
杉
苗
到
来
、
被
植
置

候
」

と
あ
る
。
慶
長
二
十
年
（
一
六
一
五
）
四
月
、
大
阪
夏
の
陣
に
て

豊
臣
氏
滅
亡
す
。
五
月
寿
福
院
は
妙
成
寺
に
参
詣
し
、
加
賀
藩
の

能登妙成寺の五重塔

身延山の五重塔
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長
久
を
祈
っ
た
。
日
體
覚
書
（
宝
永
四
年
）
に
は
、

「
寿
福
院
様
元
和
元
年
乙
卯
八
月
江
戸
御
発
駕
ニ
付
、
同
年
五
月
当
山
御
参
詣
被
為
成
、
其
砌
三
ケ
国
（
加
賀
、
能
登
、
越
中
）
永
代

御
静
謐
、
御
武
運
長
久
之
御
祈
祷
可
奉
勤
仕
、
当
寺
十
四
代
日
淳
上
人
江
被
仰
達
、
依
之
塔
頭
各
々
七
条
之
袈
裟
等
被
成
下
候
。」

と
あ
る
。
年
号
は
慶
長
二
十
年
が
元
和
元
年
と
な
り
、
八
月
寿
福
院
は
芳
春
院
に
代
り
、
江
戸
に
人
質
と
し
て
住
む
こ
と
に
な
る
。
こ
の

年
、
寿
福
院
が
発
願
主
と
な
り
妙
成
寺
五
重
塔
建
立
が
着
工
さ
れ
、
元
和
四
年
に
建
仁
寺
流
の
工
匠
坂
上
嘉
紹
に
よ
っ
て
完
成
す
る
。

　

寿
福
院
と
同
時
期
に
活
躍
す
る
の
が
、
加
藤
清
正
、
養
珠
院
お
万
の
方
、
心
性
院
日
遠
、
長
遠
院
日
樹
師
等
で
あ
る
。
現
在
の
重
要
文

化
財
と
な
る
建
造
物
が
、
こ
の
時
期
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
の
疱
瘡
平
癒
を
乳
母
の
岡
部

氏
（
正
心
院
日
幸
）
が
祈
り
、
同
十
三
年
（
一
六
〇
八
）
池
上
本
門
寺
に
五
重
塔
を
寄
進
す
る
。
関
ヶ
原
合
戦
の
翌
年
、
慶
長
六
年
（
一

六
〇
一
）
加
藤
清
正
が
母
の
聖
林
院
日
光
尼
の
冥
福
を
祈
っ
て
、
四
十
間
四
面
の
池
上
本
門
寺
大
堂
を
落
成
す
る
。
現
在
の
本
門
寺
大
堂

が
十
八
間
半
×
十
九
・
五
間
で
あ
る
。
い
か
に
大
規
模
な
祖

師
堂
で
あ
っ
た
か
想
像
で
き
る
。
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）

心
性
院
日
遠
師
三
十
三
歳
に
て
身
延
山
二
十
二
世
に
晋
山
。

身
池
対
論
の
論
者
た
る
長
遠
院
日
樹
師
が
池
上
本
門
寺
に
晋

山
す
る
の
は
、
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
六
月
で
あ
る
。

　

蓮
華
院
日
心
（
家
康
歿
後
、
養
珠
院
）
お
万
の
方
は
、
同

じ
側
室
の
英
勝
院
夫
人
と
伊
豆
妙
法
華
寺
本
堂
を
建
立
し

（
慶
長
十
一
年
、
一
六
〇
六
）、
両
親
菩
提
の
た
め
昭
長
山
本

法
寺
を
水
戸
に
創
し
、
静
岡
に
蓮
心
寺
を
創
す
（
慶
長
十
四

年
）。
身
延
に
鐘
楼
を
建
立
（
同
二
十
年
）、
駿
河
松
野
の
寺

加藤清正供養塔（本門寺）
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（
六
老
僧
日
持
）
を
沓く
つ

谷が
や

に
移
し
貞
松
山
蓮
永
寺
と
称
し
（
元
和
元
年
）、
伊
豆
吉
奈
温
泉
の
真
言
宗
廃
寺
を
善
名
寺
と
再
興
す
る
。
蓮
永

寺
本
堂
・
方
丈
を
建
立
（
元
和
四
年
）。
同
六
年
に
は
妙
法
華
寺
を
三
島
の
玉
沢
に
移
す
。
こ
の
事
業
に
家
康
の
側
室
英
勝
院
、
紀
伊
頼

宣
、
水
戸
頼
房
、
太
田
道
灌
の
子
孫
道
顕
、
養
珠
院
の
兄
弟
三
浦
為
春
、
全
国
末
寺
八
十
余
ヶ
寺
、
幕
府
の
援
助
に
よ
り
、
妙
法
華
寺
は

二
万
坪
の
境
内
に
十
八
間
四
方
の
本
堂
、
五
重
塔
、
七
堂
伽
藍
、
二
十
四
の
支
院
が
並
ぶ
壮
大
な
大
本
山
と
な
っ
た
。
し
か
し
約
百
七
十

年
後
の
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
多
く
が
焼
失
し
た
。
身
延
に
丈
六
釈
尊
像
、
千
体
仏
を
造
立
し
、
大
野
山
本
遠
寺
本
堂
を
建
立
し
た

（
寛
政
三
年
・
一
六
二
六
）。

　

五
重
塔
建
立
に
関
し
て
は
、
寿
福
院
と
前
田
利
常
は
、
前
田
利
家
追
善
の
た
め
に
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
十
月
、
能
登
滝
谷
妙
成
寺

に
五
重
塔
を
建
立
。
翌
年
（
一
六
一
九
）
十
月
、
身
延
に
も
五
重
塔
建
立
す
る
。
両
塔
は
現
在
で
は
三
十
億
円
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
、

膨
大
な
資
金
提
供
で
あ
る
。
一
寺
は
不
受
不
施
派
の
寺
院
（
妙
成
寺
）
で
あ
り
、
一
寺
（
身
延
久
遠
寺
）
は
受
不
施
派
の
寺
院
で
あ
る
。

寿
福
院
の
信
仰
は
不
受
不
施
義
の
池
上
十
六
世
長
遠
院
日
樹
の
教
化
に
基
づ
い
て
い
た
。
身
延
の
五
重
塔
は
、
寿
福
院
の
利
家
追
善
は
勿

論
の
こ
と
だ
が
、
徳
川
に
よ
る
加
賀
藩
取
り
潰
し
（
改
易
）
の
口
実
│
不
受
不
施
義
の
追
求
│
を
回
避
す
る
た
め
の
高
度
な
政
治
判

断
が
一
面
に
有
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
身
延
五
重
塔
よ
り
三
年
後
の
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
七
月
三
日
、
前
田
利
常
の
室
・
珠
姫
（
二

代
将
軍
秀
忠
の
二
女
）
天
徳
院
殿
乾
運
順
貞
大
姉
（
三
十
歳
）
が
死
去
し
、
七
月
二
十
日
、
利
常
と
寿
福
院
は
本
阿
弥
光
堂
に
資
金
援
助

し
、
不
受
派
の
中
山
法
華
経
寺
に
五
重
塔
を
建
立
す
る
の
で
あ
る
（
棟
札
・
日
本
建
築
年
表
）。
更
に
京
都
妙
顕
寺
に
も
五
重
塔
を
寄
進

し
て
い
る
。
そ
し
て
同
年
八
月
、
不
受
派
の
池
上
比
企
十
六
世
日
樹
の
鎌
倉
妙
本
寺
客
殿
を
寿
福
院
は
建
立
し
て
い
る
（
棟
札
）。

　

慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
加
藤
清
正
に
よ
る
池
上
本
門
寺
大
堂
（
四
十
間
四
面
の
巨
大
堂
）
は
、
建
立
か
ら
十
九
年
目
の
元
和
五
年

（
一
六
一
九
）
十
二
月
、
本
堂
・
庫
裡
客
殿
が
炎
上
し
た
。
日
樹
が
池
上
入
山
し
て
半
年
の
事
で
あ
る
。
日
樹
は
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）

十
一
月
、
池
上
本
門
寺
大
堂
再
建
の
勧
進
を
す
る
（
遺
滴
新
目
録
）。
こ
の
再
建
に
も
寿
福
院
は
日
樹
に
再
建
資
金
を
奉
納
し
、
一
年
後

の
寛
永
六
年
十
一
月
に
大
堂
（
祖
師
堂
）
再
建
さ
れ
て
い
る
（
二
十
五
間
×
二
十
三
間
）。
通
常
で
は
考
え
ら
れ
な
い
猛
ス
ピ
ー
ド
の
工
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事
日
程
で
あ
る
。

祖
心
尼
な
あ

　

祖
心
尼
な
あ
の
父
は
、
伊
勢
国
田
丸
城
主
牧
村
和
貞
、
豊
臣
秀

吉
の
朝
鮮
出
征
の
時
、
五
歳
の
娘
を
前
田
利
家
に
頼
ん
で
出
征
し

戦
死
す
る
。
前
田
利
長
（
二
代
）
が
養
父
と
な
り
、
の
ち
前
田
直

知
に
嫁
ぎ
、
慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）
町
野
幸
和
に
再
嫁
す

（
二
十
一
歳
）。
町
野
幸
和
は
名
将
蒲
生
氏
郷
（
会
津
藩
主
六
十
万

石
）
の
家
臣
、
二
代
蒲
生
秀
行
の
室
は
、
徳
川
家
康
の
娘
・
振
姫

で
あ
る
。
祖
心
尼
な・

あ・

は
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
大
奥
に
入

り
、
従
姉
妹
と
な
る
春
日
局
に
協
力
す
る
。
春
日
局
亡
き
あ
と
、

祖
心
尼
が
江
戸
城
大
奥
を
一
切
取
締
る
の
で
あ
る
。
な・

あ・

が
町
野

家
に
再
嫁
し
て
四
年
後
、
主
君
蒲
生
秀
行
が
二
男
一
女
を
残
し
急

逝
し
た
。
秀
行
の
室
・
振
姫
は
徳
川
家
康
の
娘
で
あ
る
た
め
、
遺

児
の
蒲
生
忠
郷
と
忠
知
は
、「
松
平
」
姓
を
賜
り
、
会
津
六
十
万

石
を
襲
封
し
た
。
そ
の
後
家
康
は
振
姫
を
紀
伊
三
十
七
万
六
五
〇

〇
石
の
浅
野
長な
が

晟あ
き
らに
再
嫁
さ
せ
た
。
更
に
長
晟
は
広
島
安
芸
に
移

封
し
た
。
振
姫
の
一
子
た
る
光
晟
（
浅
野
本
家
）
が
二
代
芸
州
広

島
藩
主
と
な
る
。

祖心尼なあ
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祖
心
院
な
あ
の
孫
姫
（
不
利
）
は
将
軍
家
光
の
側
室
に
上
り
「
振
ふ
り
の

局つ
ぼ
ね」

と

呼
ば
れ
、
法
号
は
「
自
証
院
」
と
な
る
。
振
姫
の
一
女
・
千
代
姫
は
二
歳
の
時
、

尾
張
徳
川
光
友
に
嫁
す
。
千
代
姫
の
母
・
振
局
（
自
證
院
）
は
寛
永
十
七
年

（
一
六
四
〇
）
八
月
二
十
一
日
寂
。
牛
込
榎
町
日
蓮
宗
法
常
寺
に
葬
り
、
の
ち

寺
を
市
ヶ
谷
に
移
し
、
自
証
（
性
）
寺
と
改
め
る
。

　

祖
心
院
な
あ
が
町
野
幸
和
に
再
嫁
し
た
慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）、
こ
の
年
よ
り
幕
府
の
法
華
宗
弾
圧
が
始
ま
る
（
慶
長
法
難
・
常

楽
院
日
経
師
、
身
延
日
遠
上
人
の
安
倍
川
に
磔
刑
）。
祖
心
尼
な
あ
の
年
令
は
、
寿
福
院
と
振
局
（
自
證
院
）
の
中
間
で
あ
る
。

　

江
戸
城
大
奥
の
女
性
は
多
く
が
法
華
宗
不
受
不
施
派
信
者
で
あ
っ
た
。
祖
心
尼
な
あ
は
養
祖
母
と
な
る
前
田
利
家
の
側
室
・
寿
福
院
ち

祖心尼　墓（済松寺）

済松寺（祖心尼墓）
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よ
の
法
華
信
仰
を
見
て
育
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
法
華
宗
の
不
受
不
施
信
仰
と
キ
リ
シ
タ
ン
は
邪
教
と
言
わ
れ
幕
府
よ
り
弾
圧
さ
れ
た
。

キ
リ
シ
タ
ン
の
高
山
右
近
（
一
五
三
三
│
一
六
一
四
）
は
領
地
を
没
収
さ
れ
前
田
家
に
身
を
寄
せ
て
い
た
。
祖
心
尼
の
夫
・
町
野
幸
和

（
一
五
七
四
│
一
六
一
四
）
が
仕
え
た
主
君
・
蒲
生
氏
郷
（
一
五
五
六
│
一
五
九
五
）
も
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
で
あ
っ
た
。
な
あ
の
祖
父
・

稲
葉
重
通
は
臨
済
宗
崇
福
寺
の
檀
家
で
あ
る
が
、
祖
心
尼
の
内
信
仰
は
法
華
信
仰
で
あ
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
に
も
注
目
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

自
昌
院
満
姫

　

自
昌
院
（
満
姫
）
の
父
は
、
加
賀
百
万
石
三
代
藩
主
・
前
田
利
常
、
母
は
二
代
将
軍
・
徳
川
秀
忠
の
娘
・
珠
姫
で
あ
る
。
慶
長
六
年

（
一
六
〇
一
）、
数
え
三
歳
で
前
田
家
に
嫁
し
た
珠
姫
は
、
二
十
四
歳
で
死
去
す
る
ま
で
に
三
男
五
女
を
生
む
。
十
五
歳
の
慶
長
十
八
年

（
一
六
一
三
）
に
長
女
亀
鶴
姫
を
生
み
、
元
和
五
年
（
一
六

一
九
）
に
六
人
目
の
満
姫
を
生
ん
だ
。
満
姫
六
歳
の
寛
永
元

年
（
一
六
二
四
）、
十
二
歳
の
亀
鶴
姫
、
四
歳
の
富
姫
と
共

に
、
祖
母
の
寿
福
院
ち
よ
に
従
い
江
戸
の
前
田
家
上
屋
敷

（
現
・
東
京
大
学
）
に
移
っ
た
。
こ
れ
は
慶
長
二
十
年
（
一

六
一
五
・
元
和
元
年
）
よ
り
、
寿
福
院
は
江
戸
に
上
り
、
前

田
利
家
（
初
代
）・
江
戸
在
住
の
正
室
ま
つ
（
芳
春
院
）
の

「
身
代
り
」
人
質
と
な
り
、
徳
川
家
に
従
順
を
示
し
外
様
改

易
を
の
が
れ
、
芳
春
院
を
金
沢
に
帰
す
寿
福
院
ち
よ
の
策
で

あ
っ
た
。
そ
の
江
戸
に
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
珠
姫
の
娘

自昌院　法華経（妙円寺）
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三
人
（
亀
鶴
、
満
、
富
）
を
呼
び
、
祖
母
が
孫
を
養
育

す
る
の
で
あ
る
。

　

自
昌
院
・
満
姫
が
生
れ
る
四
十
年
前
に
は
安
土
宗
論

（
天
正
七
年
・
一
五
七
九
）
が
あ
り
、
浄
土
宗
と
法
華

宗
の
宗
論
が
あ
っ
た
。
満
姫
の
生
れ
る
二
十
四
年
前

（
文
禄
四
年
・
一
五
九
五
）
に
は
京
都
東
山
の
方
向
寺

大
仏
殿
落
成
の
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
千
僧
供
養
の
出
仕
問

題
に
、
京
都
妙
覚
寺
の
安
国
院
（
仏
性
院
）
日
奥
の
出

仕
拒
否
に
よ
る
宗
門
を
二
分
す
る
、
不
受
不
施
派
と
受

不
施
派
の
対
立
が
生
じ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
日
奥
は
対

島
に
流
罪
さ
れ
、
そ
の
の
ち
常
楽
院
日
経
等
の
「
慶
長

法
難
」（
慶
長
十
三
年
・
一
六
〇
八
）
が
あ
っ
た
。
赦
免
さ
れ
た
日
奥
は
、
受
不
受
の
立
場
に
あ
る
養
珠
院
お
万
の
方
と
対
立
を
深
め
、

寿
福
院
ち
よ
は
、
身
延
・
池
上
の
和
解
に
務
め
た
が
不
調
に
終
る
。
池
上
本
門
寺
に
は
日
奥
の
影
響
を
受
け
た
長
遠
院
日
樹
が
貫
主
で
あ

っ
た
。
日
奥
・
日
樹
は
備
前
法
華
の
出
身
で
あ
る
。
そ
の
日
樹
を
師
と
し
て
支
援
し
た
の
が
寿
福
院
ち
よ
、
加
藤
清
正
な
ど
で
あ
る
。
そ

の
寿
福
院
の
法
華
信
仰
を
見
て
育
っ
た
の
が
自
昌
院
・
満
姫
で
あ
る
。
祖
母
の
寿
福
院
と
江
戸
で
暮
し
た
六
歳
の
満
姫
は
十
二
歳
の
時
、

祖
母
・
寿
福
院
が
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
三
月
六
日
、
六
十
一
歳
で
死
去
し
た
。
こ
の
年
は
宗
祖
三
五
〇
遠
忌
で
あ
る
。
そ
の
年
に
前

田
家
は
幕
府
よ
り
謀
反
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
、
前
田
利
常
は
嫡
男
光
高
を
伴
っ
て
江
戸
城
に
入
り
謹
慎
し
、
嫌
疑
を
晴
し
た
。
そ
の
前
後

に
満
姫
の
安
芸
（
広
島
）
四
十
二
万
石
・
浅
野
光み
つ

晟あ
き
ら（
松
平
安
芸
守
）
の
縁
談
が
ま
と
ま
り
、
満
姫
は
家
光
の
養
女
と
し
て
寛
永
十
二
年

（
一
六
三
五
）
に
輿
入
れ
し
た
。
満
姫
十
六
歳
で
あ
っ
た
。
浅
野
光
晟
の
母
は
徳
川
家
康
の
三
女
振ふ
る

姫ひ
め

で
あ
る
。
最
初
、
蒲
生
秀
行
の
妻

自昌院満姫筆の法華経
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と
な
り
二
男
一
女
の
母
で
あ
っ
た
が
、
秀
行
の
急
逝
後
、
徳
川
家
康
は
蒲
生
家
か
ら
振
姫
を
戻
し
、
当
時
紀
伊
三
十
七
万
六
千
五
百
余
石

の
浅
野
長
晟
に
再
嫁
さ
せ
、
う
ま
れ
た
の
が
安ア

芸キ

広
島
藩
主
二
代
の
浅
野
光
晟
で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
、
江
戸
に
お
け
る
法
華
宗
不
受
不
施
派
の
布
教
拠
点
が
確
立
さ
れ
る
。
不
受
不
施
の
小
湊
誕
生
寺
の
末
寺
拠
点
が
四
谷
千
日

谷
に
妙
円
寺
が
創
建
さ
れ
る
。

　

寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
四
谷
千
日
谷
に
妙
円
寺
創
建
（
不
受
不
施
派
）

　

同　

五
年
、 

赤
坂
紀
伊
徳
川
家
屋
敷
内
に
久
遠
寺
末
の
仙
寿
院
創
建
（
受
不

施
派
）

　

同　

六
年
、
千
駄
ヶ
谷
に
寂
光
寺
（
不
受
不
施
派
）

自昌院筆の法華経（妙円寺）

自昌院筆　仮名お題目（国前寺）
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同　

八
年
、 

赤
坂
よ
り
青
山
権
田
原
伊
賀
町
に
立
法
寺
（
不
受
不
施
派
）
移
転
す
る
。

　

幕
府
は
不
受
不
施
派
の
活
躍
に
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
十
月
、
新
地
に
寺
院
建
立
を
禁
止
し
た
。
寿
福
院
が
歿
し
た
こ
の
寛
永
八
年

は
、
将
軍
家
光
が
弟
の
忠
長
を
甲
斐
に
幽
囚
し
、
翌
年
改
易
に
す
る
。
同
九
年
一
月
、
二
代
将
軍
だ
っ
た
徳
川
秀
忠
が
死
去
し
（
五
十
四

歳
）、
五
月
に
は
加
藤
清
正
の
嫡
男
・
忠
広
が
改
易
さ
れ
山
形
庄
内
の
鶴
岡
、
丸
岡
に
配
流
さ
れ
る
。

　

将
軍
の
娘
が
嫁
ぐ
と
き
、
化
粧
料
と
か
賄
ま
か
な
い

料
が
与
え
ら
れ
る
。
江
戸
の
古
地
図
（
安
永
年
間
）
に
「
松
平
安
芸
守
抱か
か

え
屋
敷
」
と
記

さ
れ
て
い
る
場
所
が
、
満
姫
（
自
昌
院
）
が
拝
領
し
た
「
隠お
ん

田で
ん

屋
敷
」
で
あ
る
。「
東
京
市
史
稿
」
に
は

「
隠お
ん

田で
ん

屋
敷
拝
領
は
延
宝
以
前
（
一
六
七
三
）。
拝
領
の
時
既
に
熊
野
権
現
社
あ
り
」

と
あ
る
。
青
山
の
浅
野
本
家
・
安ア

芸キ

広
島
藩
四
十
二
万
六
千
石
の
松
平
安
芸
守
「
下
屋
敷
」
の
下
方
に
隠お

ん

田で
ん

川
が
あ
り
、
そ
れ
を
越
え
る

と
長
泉
寺
、
越
後
糸
魚
川
藩
一
万
石
の
松
平
日
向
守
下
屋
敷
が
あ
る
。
そ
の
隣
地
が
熊
野
権
現
社
で
あ
る
。
そ
の
熊
野
社
を
囲
む
よ
う
に

自
昌
院
の
「
隠
田
屋
敷
」
が
あ
る
。
現
在
の
「
神
宮
前
六
丁
目
33
番
地
」
の
辺
り
で
あ
る
。
浅
野
家
が
原
宿
に
下
屋
敷
・
隠
田
の
抱
え
屋

敷
を
拝
領
す
る
の
は
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
で
あ
る
。

　

寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
十
七
歳
の
満
姫
は
老
中
土
居
大お
お

炊い
の

頭か
み

利
勝
・
酒
井
雅う

楽た
の

守か
み

忠
世
に
伴
わ
れ
江
戸
城
よ
り
霞
ヶ
関
の
浅
野
家

上
屋
敷
へ
嫁
い
だ
。
こ
の
当
時
の
将
軍
家
の
宗
教
環
境
は
、
男
性
は
天
台
宗
、
女
性
は
浄
土
宗
で
あ
る
。
酒
井
雅
楽
頭
の
女
性
達
に
法
華

信
者
も
い
た
。
大
奥
の
女
性
達
に
も
多
く
の
法
華
信
者
が
い
た
。
谷
中
感
応
寺
は
日
蓮
聖
人
が
鎌
倉
よ
り
安
房
・
下
野
塩
原
等
へ
往
還
す

る
際
、
関
小
次
郎
長
耀
の
家
に
宿
泊
し
た
因
縁
に
よ
り
草
庵
と
な
り
、
岩
本
実
相
寺
の
中
老
僧
日
源
を
開
山
と
し
て
感
応
寺
が
創
建
さ
れ
、

当
寺
九
世
日
長
の
代
に
三
代
将
軍
家
光
と
英
勝
院
の
外
護
を
受
け
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
に
は
、
二
万
九
六
九
〇
坪
の
寺
領
と
な
り
、

谷
中
感
応
寺
は
、
五
重
塔
、
三
十
番
神
堂
な
ど
坊
舎
二
十
数
所
の
不
受
不
施
派
の
名
刹
と
な
っ
た
。
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
）
に
不
受
不

施
派
は
抑
圧
さ
れ
、
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
に
不
受
不
施
の
悲
田
派
（
寺
領
は
仏
法
の
慈
悲
を
以
て
与
え
ら
れ
た
も
の
）
を
幕
府
は

禁
じ
、
日
蓮
法
華
宗
の
感
応
寺
は
天
台
宗
に
改
宗
さ
れ
、「
護
国
山
天
王
寺
」
と
改
称
さ
れ
た
。
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
十
二
月
七
日
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の
事
で
あ
る
。
し
か
し
大
奥
の
法
華
宗
徒
の
女
中
連
の
協
力
に
よ
り
、
十
一
代
将
軍
・
家
斉
と
中
野
美
代
の
外
護
に
よ
り
雑
司
谷
安
藤
下

屋
敷
（
目
白
四
丁
目
・
二
万
八
六
〇
四
坪
）
に
新
感
応
寺
が
建
立
さ
れ
、
池
上
本
門
寺
四
八
世
日
萬
が
開
山
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
「
鼠
ね
ず
み

山や
ま

感
応
寺
」
で
あ
る
。
こ
の
工
事
中
、
大
奥
の
女
中
連
が
木
材
を
担
い
で
運
ん
だ
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
江
戸
城
大
奥
の
法

華
信
仰
は
盛
ん
で
あ
っ
た
。
こ
の
鼠
山
感
応
寺
も
の
ち
廃
寺
に
さ
れ
、
木
材
は
比
企
谷
妙
本
寺
に
預
け
ら
れ
る
。
明
治
八
年
の
身
延
山
大

火
に
よ
り
祖
師
堂
を
失
っ
た
久
遠
寺
は
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
鼠
山
の
木
材
で
十
六
間
×
二
十
二
間
の
身
延
棲
神
閣
（
祖
師
堂
）

が
再
建
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

満
姫
が
浅
野
家
に
嫁
ぎ
、
嫡
男
綱つ
な

晟あ
き
らが
生
ま
れ
た
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
に
は
、
井
上
河
内
守
正
利
・
久
世
三
四
郎
・
酒
井
山
城

守
ら
の
外
護
で
玉
造
檀
林
蓮
華
寺
（
千
葉
県
香
取
郡
多
古
町
南
玉
造
）
が
再
建
さ
れ
た
。
久
世
氏
は
本
郷
丸
山
町
の
勝
劣
派
（
法
華
宗
陣

門
流
）
本
妙
寺
の
有
力
檀
越
で
あ
る
。
不
受
不
施
派
の
誕
生
寺
十
六
世
日
領
が
流
罪
、
十
七
世
日
税
は
自
害
、
十
八
世
日
延
が
流
罪
と
な

っ
た
。
そ
の
後
を
継
い
だ
の
が
玉
造
檀
林
を
再
建
し
た
誕
生
寺
十
九
世
日に
ち

遵じ
ゅ
んで

あ
る
。
日
遵
は
身
池
対
論
で
信
州
伊
那
に
流
罪
と
な
っ
た

池
上
本
門
寺
・
長
遠
院
日
樹
の
弟
子
で
あ
る
。
日
遵
は
身
延
久
遠
寺
の
支
配
下
に
な
っ
た
中
村
檀
林
を
不
受
不
施
派
に
取
り
戻
す
こ
と
が

出
来
ず
、
日
樹
の
指
示
で
玉
造
檀
林
を
再
興
す
る
の
で
あ
っ
た
。
日
遵
は
徳
川
家
光
の
息
女
・
千
代
姫
の
外
護
を
受
け
、
誕
生
寺
に
七
十

石
の
寺
領
を
給
う
。

　

徳
川
家
と
加
賀
前
田
家
の
法
華
信
仰
す
る
女
性
に
同
音
の
法
号
を
有
す
る
二
人
の
姫
が
い
る
。
寿
福
院
ち
よ
の
孫
娘
・
自・

昌・

院・

満
姫
と

祖
心
尼
な
あ
（
前
田
利
長
の
養
女
・
春
日
局
亡
き
あ
と
の
大
奥
実
力
者
）
の
孫
娘
・
自・

證・

院・

振フ
リ
ノ

局
（
徳
川
家
光
の
室
）
で
あ
る
。
二
人

の
「
ジ
シ
ョ
ウ
院
」
た
る
満
姫
と
振
局
は
従い

姉と

妹こ

同
士
で
あ
り
、
寿
福
院
の
不
受
不
施
の
法
華
信
仰
を
み
て
育
っ
た
。
振
局
は
三
歳
の
千

代
姫
が
尾
張
・
徳
川
光
友
に
嫁
し
た
の
を
見
届
け
て
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
八
月
二
十
八
日
寂
し
た
。
家
光
は
振
局
の
菩
提
寺
を
市

ヶ
谷
に
法
華
宗
自
性
（
證
）
寺
を
建
立
し
二
百
石
を
扶
持
し
た
。
従い

姉と

妹こ

の
満
姫
は
の
ち
、
赤
穂
浅
野
長
直
の
室
と
自
分
の
嫡
男
・
浅
野

綱つ
な

晟あ
き
ら（
疱
瘡
死
）
を
自
性
寺
に
埋
葬
す
る
の
で
あ
る
。
法
華
宗
自
性
寺
は
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
の
不
受
不
施
派
弾
圧
に
よ
り
天
台
宗
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自
証
寺
と
改
宗
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
の
前
の
自
性
寺
の
二
世
と
し
て
入
寺
し
た
の
が
先
の
小
湊
誕
生
寺
十
九
世
・
玉
造
檀
林
蓮
華
寺
を
再
興

し
た
日
遵じ
ゅ
んで

あ
る
。
日
遵
は
江
戸
に
不
受
不
施
派
の
活
動
拠
点
を
自
性
寺
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
当
時
、
不
受
不
施
派
の
寺
院
は
江

戸
に
二
一
二
ヶ
寺
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
日
遵
よ
り
自
昌
院
満
姫

は
法
華
法
門
を
聴
聞
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
自
昌
院
が
浅
野
家
「
隠
田
抱

え
屋
敷
」
に
て
写
経
し
た
妙
法
蓮
華
経
八
巻
は
万
治
二
年
（
一
六
五

九
）
二
月
三
日
で
あ
る
。
二
年
前
の
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
一
月
の

「
明
暦
大
火
」
に
よ
る
焼
死
者
十
万
八
千
人
、
翌
年
の
万
治
元
年
（
一

六
五
八
）
に
自
昌
院
の
父
・
前
田
利
常
が
死
去
し
た
追
善
と
国
家
安
全

を
期
し
て
の
写
経
で
あ
っ
た
。
こ
の
法
華
経
写
経
八
巻
を
寛
文
元
年

（
一
六
六
一
）
六
月
一
日
開
眼
し
た
の
は
、
日
遵
の
後
継
者
た
る
玉
造

蓮
華
寺
日
浣
（
明
静
院
）
で
あ
る
。
自
昌
院
は
こ
の
法
華
経
を
熊
野
権

現
社
に
奉
納
し
、
法
華
信
仰
を
増
進
し
た
。
自
昌
院
の
紋
は
梅
鉢
紋
で

あ
り
、
の
ち
自
昌
院
の
法
華
経
八
巻
が
納
め
ら
れ
る
の
は
原
宿
神
宮
前

の
妙
円
寺
で
あ
る
。
寺
紋
は
梅
鉢
紋
で
あ
る
。
熊
野
社
の
別
当
寺
が
妙

円
寺
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
関
東
大
震
災
に
被
災
、
東
京
大
空
襲
で

全
焼
し
た
妙
円
寺
住
職
は
、
唯
一
持
ち
出
し
た
の
が
自
昌
院
法
華
経
で

あ
る
。
関
東
大
震
災
で
被
災
し
た
熊
野
権
現
社
は
再
建
を
断
念
し
、
そ

の
と
き
妙
円
寺
に
自
昌
院
法
華
経
が
移
管
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

天台宗自證院（旧法華宗）
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